
創
立
８０
周
年
に
寄
せ
て

学
園
の
歩
み
の
奇
し
き
を
思
う

学
校
法
人
純
心
女
子
学
園

理
事
長片

岡

千
鶴
子

私
た
ち
は
２
０
１
５
年
、
学

園
創
立
８０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

奇
し
く
も
日
本
の
教
会
「
信
徒

発
見
１
５
０
周
年
」、
長
崎
の

町
の
「
被
爆
７０
年
」
の
年
と
重

な
り
ま
し
た
。「
奇
し
く
も
」

と
い
う
の
は
、
純
心
の
８０
年
の

歴
史
は
こ
の
二
つ
の
出
来
事
と

の
深
い
関
わ
り
の
中
に
築
か
れ
、

し
か
も
創
立
か
ら
原
爆
被
災
ま

で
の
１０
年
間
と
被
爆
後
の
７０
年

間
を
画
す
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
創
立
か
ら
の
１０

年
間
を
第
一
の
創
業
の
時
代
、

被
爆
か
ら
今
日
ま
で
の
７０
年
間

を
第
二
の
創
業
の
時
代
と
大
別

し
て
、
８０
年
の
歩
み
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。

Ⅰ．

第
一
の
創
業
の
時
代
と

「
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
」

純
心
は
「
信
徒
発
見
の
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
の
ご
像
」
の
前
で

誕
生
し
た
教
育
女
子
修
道
会「
純

心
聖
母
会
」
を
設
立
母
体
と
し

て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。「
信
徒

発
見
」
と
は
、
１
８
６
５
年
３

月
１７
日
、
大
浦
天
主
堂
を
訪
れ

た
浦
上
村
の
農
婦
が
プ
チ
ジ
ャ

ン
神
父
に
「
ワ
タ
シ
ノ
ム
ネ
、

ア
ナ
タ
ノ
ム
ネ
ト
オ
ナ
ジ
」「
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
ノ
ゴ
像
ハ
ド

コ
」
と
密
か
に
問
う
た
こ
の
言

葉
に
よ
っ
て
、
２
５
０
年
に
わ

た
る
潜
伏
の
時
代
か
ら
日
本
の

教
会
が
復
活
し
た
出
来
事
で
す
。

同
時
に
こ
の
出
来
事
が
端
緒
に

な
っ
て
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

禁
止
と
い
う
前
近
代
的
政
策
は
、

欧
米
を
巻
き
込
む
国
際
問
題
と

な
り
、
遂
に
明
治
政
府
は
「
キ

リ
シ
タ
ン
禁
令
」
の
高
札
を
撤

去
し
て
「
信
仰
の
自
由
」
を
認

め
、
日
本
は
近
代
国
家
と
し
て

前
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。「
信
仰
の
自
由
」
を
得
た

日
本
の
教
会
も
近
代
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
し
て
新
し
い
歩

み
を
始
め
ま
し
た
。
今
か
ら
遡

る
こ
と
８８
年
、「
信
徒
発
見
」

か
ら
６２
年
を
経
た
１
９
２
７
年

１０
月
３０
日
、
ロ
ー
マ
の
聖
ペ
ト

ロ
大
聖
堂
で
一
人
の
日
本
人
が

司
教
に
叙
階
さ
れ
ま
し
た
。
創

立
者
早
坂
久
之
助
司
教
で
す
。

ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
に
キ
リ
ス
ト

教
を
伝
え
て
以
来
、
待
ち
望
ん

で
い
た
初
の
日
本
人
司
教
の
誕

生
で
、
日
本
の
教
会
史
に
特
記

さ
る
べ
き
慶
事
で
し
た
。
早
坂

司
教
は
、
初
の
邦
人
長
崎
教
区

長
に
任
命
さ
れ
、
１
９
２
８
年

４
月
、
長
崎
に
着
任
し
ま
し
た
。

司
教
は
１６
世
紀
の
キ
リ
シ
タ
ン

時
代
か
ら
２
５
０
年
に
及
ぶ
禁

教
と
殉
教
、
潜
伏
の
時
代
を
経

て
保
っ
て
き
た
長
崎
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
と
キ
リ
シ
タ
ン
文

化
の
精
神
的
遺
産
を
、
未
来
に

継
承
す
る
の
が
自
分
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
長
崎
県

内
の
各
地
に
は
、
す
で
に
信
徒

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
美
し
い
煉

瓦
造
り
の
教
会
が
建
て
ら
れ
、

熱
心
な
信
仰
生
活
が
営
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
早
坂
司

教
は
足
り
な
い
も
の
が
一
つ
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
長

崎
に
女
子
の
教
育
を
行
う
カ
ト

リ
ッ
ク
学
校
が
無
い
こ
と
で
し

た
。
日
本
の
歴
史
を
変
え
る
こ

と
に
な
っ
た
「
信
徒
発
見
」
は
、

浦
上
農
民
の
主
婦
た
ち
に
よ
っ

て
実
現
し
ま
し
た
。
女
性
が
担

う
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

る
だ
ろ
う
、
早
坂
司
教
は
長
崎

に
女
子
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
を

設
立
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

学
校
設
立
に
は
必
要
な
人
材
を

得
る
こ
と
が
先
決
で
し
た
。
そ

の
時
、
あ
た
か
も
神
が
準
備
し

て
お
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
司
教

の
招
き
に
応
え
た
の
が
、
東
北

帝
国
大
学
在
学
中
に
洗
礼
を
受

け
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学

校
の
現
職
に
あ
っ
て
修
道
会
入

会
の
道
を
探
し
て
い
た
江
角
ヤ

ス
と
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学

校
出
身
で
仙
台
高
等
女
学
校
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
熱
心
な
カ

ト
リ
ッ
ク
信
徒
大
泉
か
つ
み
の

二
人
で
し
た
。
早
坂
司
教
は
教

育
に
生
涯
を
捧
げ
、
こ
れ
を
継

承
す
る
教
育
女
子
修
道
会
が
先

ず
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
１
９

３
４
年「
信
徒
発
見
の
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
の
ご
像
」
の
前
で
純
心

聖
母
会
を
創
立
し
ま
し
た
。
そ

し
て
翌
１
９
３
５
年
、
こ
の
修

道
会
を
設
立
母
体
と
し
て
純
心

女
子
学
園
が
創
立
さ
れ
た
の
で

す
。
創
立
者
早
坂
司
教
と
、
初

代
校
長
に
任
じ
ら
れ
た
シ
ス

タ
ー
江
角
ヤ
ス
は
、
聖
母
マ
リ

ア
を
教
育
の
理
想
に
仰
ぎ
、「
信

徒
発
見
」
を
実
現
し
た
女
性
た

ち
の
よ
う
に
、
賢
明
で
自
立
し

た
女
性
を
育
成
し
よ
う
と
、
純

心
教
育
に
大
き
な
夢
を
掛
け
ま

学校法人 純心女子学園
創立 8 0周年
純心女子学園は2015年に創立80周年を迎えました。
その歩みを振り返り、純心に託された教育と研究の使命に
熱意をもって取り組みます。

ステンドグラス「創立史」（ヤヌワリオホール）
中央：学園創立者早坂久之助司教と

初代学園長江角ヤス

純心女子学園創立80周年
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第
一
の
創
業
の
時
代

第
一
の
創
業
の
時
代

第
二
の
創
業
の
時
代

第
二
の
創
業
の
時
代

第三の
創業の時代
第三の

創業の時代

1935年（昭和10年）
　純心女学院　創立
1936年（昭和11年）
　純心女学院改め長崎純心高等女学校 開設
1937年（昭和12年）
　純心幼稚園 開設
1940年（昭和15年）
　純心保母養成所 開設

1945年（昭和20年）
　８月　原爆により校舎全焼214名の学徒殉難
　10月　大村市で授業再開（1949年家野町に復帰）
1947年（昭和22年）
　　　　新制純心中学校 開設
　純心女子専門学校（神学科・被服科）開設
1948年（昭和23年）
　　　　新制純心女子高等学校 開設
1950年（昭和25年）
　　　　純心女子短期大学開学
　　　　社会科 開設（純心女子専門学校を母体とする）
1951年（昭和26年）
　学校法人純心女子学園認可
　　　　保育科 開設（純心保母養成所を母体とする）
　　　　聖心幼稚園 開設
1967年（昭和42年）
　　　　西彼純心幼稚園 開設
1975年（昭和50年）
　　　　三ツ山町に移転
1983年（昭和58年）
　　　　英米文化科 開設
1989年（平成元年）
　　　　社会科に人文社会専攻及び社会福祉専攻 設置
1990年（平成2年）
　　　　専攻科（人文社会専攻、英米文化専攻）設置
1992年（平成4年）
　　　　専攻科（保育専攻）設置
1994年（平成6年）
　　　　長崎純心大学開学
　　　　人文学部 比較文化学科・現代福祉学科 開設
1995年（平成7年）
　　　　社会科を社会福祉科に名称変更
1998年（平成10年）
　　　　人間文化研究科人間文化専攻修士課程 開設
2000年（平成12年）
　　　　人文学部 人間心理学科 開設
　　　　人間文化研究科人間文化専攻博士後期課程
　開設
2001年（平成13年）
　　　　人文学部 英語情報学科 開設
2003年（平成15年）
　　　　人文学部 児童保育学科 開設
2007年（平成19年）
　　　　純心保育園 開設
2008年（平成20年）
　　　　　　　 純心幼稚園・純心保育園が
　認定こども園に認定
2015年（平成27年）　
　学園創立80周年
　　　　　　　 幼保連携型認定こども園長崎純心
　大学附属純心幼稚園に移行

創立者
早坂 久之助 司教

初代学園長
シスター 江角 ヤス

し
た
。

Ⅱ．

第
二
の
創
業
の
時
代
と

「
被
爆
７０
年
」

創
立
１０
年
目
に
遭
遇
し
た
原

爆
被
災
は
、
校
舎
の
す
べ
て
を

灰
塵
に
帰
し
、
動
員
中
の
「
純

女
学
徒
隊
」２
１
４
名
の
生
徒
・

教
職
員
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
悲
し
み
に

学
校
を
閉
じ
よ
う
と
し
た
時
、

「
娘
た
ち
は
、
祈
り
な
が
ら
清

ら
か
な
最
期
を
遂
げ
た
。
こ
れ

は
純
心
教
育
の
お
か
げ
で
あ
る
。

学
校
を
閉
じ
な
い
で
欲
し
い
」

と
願
っ
た
遺
族
の
言
葉
は
、「
１０

年
間
の
純
心
教
育
」
の
確
信
と

な
り
、
江
角
校
長
に
再
建
の
勇

気
を
蘇
ら
せ
、「
被
爆
７０
年
」

の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第

二
の
創
業
の
時
代
で
す
。
授
業

を
再
開
し
た
大
村
か
ら
４
年
後

に
は
長
崎
に
復
帰
、
戦
後
の
学

制
改
革
の
中
、
新
し
い
時
代
の

教
育
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
校

の
組
織
、
校
地
・
校
舎
を
整
備

し
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

今
、純
心
は
幼
稚
園
・
中
学
・

高
校
・
大
学
・
大
学
院
の
教
育

組
織
が
整
い
、
創
立
者
が
願
っ

た
長
崎
に
、
引
い
て
は
世
界
に

貢
献
す
る
教
育
研
究
の
使
命
を

担
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ．

創
立
８０
周
年
と

第
三
の
創
業
の
時
代
の
始
ま
り

原
爆
被
爆
の
年
か
ら
３５
年
目

の
１
９
８
０
年
、
シ
ス
タ
ー
江

角
初
代
学
園
長
が
８２
歳
の
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
更

に
３５
年
を
経
た
被
爆
７０
年
ま
で

に
、被
爆
を
体
験
し
、シ
ス
タ
ー

江
角
と
共
に
再
建
を
担
っ
た
シ

ス
タ
ー
の
多
く
が
故
人
と
な
り

ま
し
た
。
第
二
の
創
業
の
時
代

が
終
わ
り
、
第
三
の
創
業
の
時

代
が
次
の
世
代
が
引
き
継
が
れ

た
の
で
す
。

今
、
世
界
は
例
え
よ
う
も
な

い
変
動
と
不
安
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

教
育
は
人
類
の
希
望
で
あ
り
光

で
す
。
純
心
に
託
さ
れ
た
教
育

と
研
究
の
使
命
に
、熱
意
を
も
っ

て
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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１２
月
５
日（
土
）、長
崎
ブ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
に
て
創
立
８０
周
年
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
県
選
出
の
国
会

議
員
、
各
界
か
ら
の
多
く
の
ご

来
賓
や
学
園
関
係
者
の
皆
様
に

ご
列
席
い
た
だ
き
、
学
園
の
教

職
員
、
生
徒
及
び
学
生
も
式
典

に
参
列
し
ま
し
た
。

式
辞
で
は
片
岡
千
鶴
子
理
事

長
が
、
列
席
者
と
こ
れ
ま
で
純

心
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
支
援
に
対
し
感
謝
の
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
信
徒
発
見

１
５
０
周
年
、
被
爆
７０
年
と
い

う
長
崎
の
節
目
を
刻
む
年
に
学

園
創
立
８０
年
を
迎
え
る
純
心
の

歩
み
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

純
心
の
歩
み
の
第
一
歩
で
あ
る

８０
年
前
の
学
園
創
立
、
原
爆
被

災
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
第
二
の

創
業
の
時
代
、
そ
し
て
、
今
年

創
立
８０
年
を
も
っ
て
第
三
の
創

業
の
時
代
の
は
じ
ま
り
と
と
ら

え
、
熱
意
を
も
っ
て
純
心
の
教

育
研
究
の
使
命
に
取
り
組
む
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
長
崎
大
司
教
区
髙
見
三
明
大

司
教
が
創
立
者
早
坂
司
教
に
つ

い
て
触
れ
、
早
坂
司
教
の
紋
章

の
モ
ッ
ト
ー
が
願
う
よ
う
に
教

育
事
業
で
世
を
常
に
照
ら
し
続

け
て
欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
冨
岡
勉
文
部
科
学
副
大
臣

兼
内
閣
府
副
大
臣
は
、
学
園
が

こ
の
先
９０
年
、
１
０
０
年
と
目

指
す
こ
と
を
ご
祈
念
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
濵
本
副
知
事
は
中
村

法
道
長
崎
県
知
事
の
祝
辞
を
代

読
さ
れ
、
純
心
の
人
材
育
成
に

敬
意
を
表
す
る
と
共
に
今
後
の

青
少
年
育
成
へ
の
期
待
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
田
上
富
久
長
崎

市
長
は
、
初
代
学
園
長
江
角
ヤ

ス
が
語
っ
た
「
純
心
マ
ッ
チ
」

を
取
り
あ
げ
ら
れ
、
未
来
に
向

け
て
平
和
の
「
純
心
マ
ッ
チ
」

の
火
が
受
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
と
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

シスター江角ヤスのメッセージ

祈り 江角先生は「祈り」の人でした。
・お祈りをたくさんしてちょうだいね。それは、神様と
お話しできる、たった一つの方法です。

・私たちが子孫に残してあげたい遺産は、お金ではなく
「心がけ」です。「アヴェ・マリア」の祈りを覚えましょ
う。あなた方はいつか、それを幸福と思うでしょう。

お辞儀 「お辞儀は人を大切にする心を表す一番やさしい実行です」
・お辞儀をするのにたった1分もかかりません。まして
お金もかかりません。けれど丁寧な、いいお辞儀をさ
れるとみんな心が温まります。嬉しくなります。

・お辞儀をするときは、相手が幸せでありますようにと、
心をこめてごらんなさい。必ず同じ心で返されるので
す。

感謝 「感謝の心は、人間の一番よい心の状態です」
・苦しみのない人生はからっぽです。あとから思い返し
たら、苦しみはすべて善に変わっているのよ。だから
どんなことも感謝に変えて生きましょう。

・神様にも人にも喜んでいただくためにはどのようにし
たらいいでしょうか。それは、聖母のようにあらゆる
ものを感謝の心で受け止めることです。

愛のわざ 「神様が一番お喜びになるのは『愛の実行』です」
・あなたは小さいけれども胸の奥に清い愛の火を宿して
います。その愛の火を、社会や家庭に灯し、純心マッ
チになってください。

・「人を自分のように愛しなさい。それが一番大きな掟
です。」と言われたイエス様の教えの実行が、学園の
「いやなことは私がよろこんで」という標語になるの
です。犠牲のないところに愛はありません。自分を人
に与えるのが愛なのです。

今
回
の
式
典
で
は
、
初
代
学

園
長
シ
ス
タ
ー
江
角
ヤ
ス
が
残

し
た
多
く
の
言
葉
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
「
祈
り
」「
お

辞
儀
」「
感
謝
」「
愛
の
わ
ざ
」

に
つ
い
て
高
校
生
と
大
学
生
が

朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

第
二
部
、
記
念
賛
歌
で
は
、

信
徒
発
見
１
５
０
年
を
記
念
し

て
石
川
和
子
作
詞
・
作
曲
「
ま

こ
と
の
教
え
」、
被
爆
７０
年
を

祈
念
し
て
永
井
隆
作
詞
・
山
田

耕
筰
作
曲
「
燔
祭
の
う
た
」、

無
原
罪
の
聖
母
を
称
え
る「Tota

pulchra
es
M
aria

」を
中
高
大
・

同
窓
会
の
コ
ー
ラ
ス
部
が
合
唱

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

創
立
８０
周
年
記
念
式
典

２０１５年１２月５日

記念賛歌の合唱

江角ヤスのメッセージ朗読

純心女子学園創立80周年

４



ギャラリー内の様子

１２
月
１
日
（
火
）
か
ら
１３
日

間
に
わ
た
り
、
長
崎
県
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、

創
立
８０
周
年
記
念
展
「
純
心
ゆ

か
り
の
作
家

長
崎
ゆ
か
り
の

作
家
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
本
学
博

物
館
が
所
蔵
す
る
絵
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
純
心
に
ゆ

か
り
の
深
い
画
家
（
小
島
善
太

郎
・
金
山
平
三
・
舟
越
保
武
・

望
月
春
江
・
石
本
秀
雄
他
）
の

作
品
や
、
長
崎
ゆ
か
り
の
画
家

（
高
島
秋
帆
・
木
下
逸
雲
・
荒

木
十
畝
・
野
口
彌
太
郎
他
）
の

作
品
及
び
工
芸
品
等
、
本
学
博

物
館
が
所
蔵
す
る
清
島
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
十
八
銀
行
元
頭
取
清

島
省
三
氏
・
和
枝
夫
人
が
収
集

し
た
美
術
品
）
の
中
か
ら
４０
点

が
初
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
業
後
も
芸
術
活
動
を
行
っ
て

い
る
卒
業
生
の
作
品
や
日
頃
の

教
育
研
究
活
動
成
果
と
し
て
学

園
教
員
の
県
展
及
び
日
展
の
入

賞
作
品
、
園
児
、
生
徒
、
学
生

の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

学
園
関
係
者
（
教
職
員
、
園
児
、

生
徒
及
び
学
生
）
の
作
品
展
示

は
こ
れ
ま
で
に
も
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
学
博
物

館
の
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
よ
う
な
規
模
で
学
外
に
お

い
て
公
開
す
る
の
は
初
め
て
の

試
み
で
し
た
。

１２
月
１
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
記
念
展
の

共
催
で
あ
る
長
崎
新
聞
社
の
徳

永
英
彦
常
務
取
締
役
販
売
局
長

を
は
じ
め
、
長
崎
県
美
術
館
米

田
耕
司
館
長
、
本
学
博
物
館
越

中
哲
也
顧
問
、
本
学
園
理
事
長

及
び
本
学
学
長
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
純
心
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
歌
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
澄
み

切
っ
た
歌
声
で
記
念
展
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
が
一
層
華
々
し
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

展
示
期
間
中
の
来
場
者
数
は

約
２
５
０
０
名
、
長
崎
県
内
は

元
よ
り
遠
く
は
関
東
か
ら
ご
来

場
を
賜
り
ま
し
た
。

記
念
展
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

本
学
博
物
館
（
長
崎
市
三
ツ
山

町
）
で
は
常
設
及
び
企
画
展
示

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
一

度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

毎
年
創
立
記
念
日
（
１２
月
８

日
）
に
は
創
立
記
念
ミ
サ
が
浦

上
天
主
堂
で
行
わ
れ
在
学
生
や

教
職
員
が
参
加
し
ま
す
。
今
年

は
８０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
保
護
者
・
卒
業

生
に
も
ご
案
内
し
て
感
謝
ミ
サ

を
捧
げ
ま
し
た
。

司
式
は
、
本
学
園
の
理
事
で

も
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司

教
区
髙
見
三
明
大
司
教
に
務
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
中
の
説
教
を
担
当
さ
れ
た

古
巣
馨
神
父
（
本
学
教
授
）
は
、

初
代
校
長
江
角
ヤ
ス
の
三
つ
の

出
会
い
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

仙
台
市
内
の
教
会
に
あ
る
二
十

六
聖
人
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

通
し
て
の
「
殉
教
者
と
の
出
会

い
」、
純
心
女
学
院
（
の
ち
の

純
心
女
子
学
園
）
の
設
立
母
体

と
な
っ
た
純
心
聖
母
会
が
大
浦

天
主
堂
か
ら
始
ま
っ
た
「
信
徒

発
見
と
の
出
会
い
」、
原
爆
で

亡
く
な
っ
た
生
徒
の
美
し
い
最

後
に
つ
い
て
生
徒
の
親
か
ら
御

礼
を
さ
れ
自
分
の
教
育
方
針
が

間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

思
い
が
復
興
の
力
と
な
っ
た「
復

活
と
の
出
会
い
」
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
存
在
で
も
周
り
を

明
る
く
で
き
る
マ
ッ
チ
に
な
り

な
さ
い
。」「
頼
ま
れ
た
こ
と
は

で
き
な
い
、
で
は
な
く
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。」江
角
ヤ
ス
が
残

し
た
言
葉
の
数
々
が
生
徒
た
ち

の
中
に
癒
し
と
な
っ
て
残
っ
て

お
り
、
創
立
８０
年
の
日
に
江
角

ヤ
ス
が
生
き
た
癒
し
の
年
が
始

ま
る
こ
と
。
江
角
ヤ
ス
の
想
い

と
純
心
女
子
学
園
の
体
験
は
意

味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
癒
さ
れ
て
癒
す
人
に
な
る

た
め
に
と
話
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

式
が
終
わ
ろ
う
と
し
た
そ
の

時
、
浦
上
天
主
堂
の
鐘
の
音
が

響
き
わ
た
り
、
学
園
創
立
８０
周

年
の
節
目
の
意
味
、
こ
れ
ま
で

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
学
園
の
歩

み
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
意
味
深

い
感
謝
ミ
サ
と
な
り
ま
し
た
。

（
メ
デ
ィ
ア
オ
フ
ィ
ス
室
長

山
口
弥
生
）

創
立
８０
周
年
記
念
展

純
心
ゆ
か
り
の
作
家

長
崎
ゆ
か
り
の
作
家２０１５年１２月１日～１３日

感
謝
ミ
サ

２０１５年１２月８日

オープニングセレモニーでのテープカット

５


